
リニア中央新幹線・北陸新幹線の実現に向けた取組み

■リニア中央新幹線と北陸新幹線に期待される主な開業効果

スーパーメガリージョンの形成

リニア中央新幹線の全線開業が実現することで、3大都市圏が
一体化し、人口約7,000万人、日本のGDPの約6割、約300
兆円の世界最大のスーパー・メガリージョンを形成。

国土軸の多重化
日本経済の大動脈である大阪～東京の多重化が完成。今後
30年以内に70％～80％の確率で発生するとされる南海トラフ
巨大地震発生等による東西の断絶リスクを大幅に軽減することが
できます。

大阪・関西の活性化、新大阪の広域拠点化
広域交通ネットワークの一大ハブとなり、多様な人や情報が集ま
る新しい広域拠点が形成されるとともに、波及効果を拡散する
取組みにより、大阪・関西が活性化します。

■リニア中央新幹線と北陸新幹線の想定スケジュール
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※財政投融資の活用により
最大８年前倒しとした場合

※環境アセスメント手続き
完了後、切れ目なく着工
した場合
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